
令和７年度孤立集落状況把握・支援訓練
（神奈川県相模原市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

神奈川県相模原市について

出典：国土地理院

 神奈川県北西部に位置する政令指定
都市で、市域は相模川と境川に挟まれ
た平野部から丹沢山地まで約３２９km2

に広がる。

市の北部から東部にかけては東京都
に接し、西部は山梨県に接している

 西部には山地が広がっており、相模川、
道志川、秋山川、早戸川、串川等の河
川に沿って細長く段丘や低地が分布す
る。山地は急峻であり、蛭ヶ岳（1,673
ｍ）など1,000ｍを超える山もある。

 市では、避難所までの距離や地区に進
入するための連絡道路の数や形状等
を基準に５５地区を「孤立対策推進地
区」に選定し、平成２４年以降順次防災
訓練を実施している

主な被害想定
 相模トラフにおける「プレート境界の海

溝型の地震」等で最大震度６強程度の
揺れが想定される。

 西部の中山間部では、地震や大雨によ
る土砂災害で、交通や通信が途絶する
おそれがある。
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■訓練想定：相模原市西部を震源とするＭ７．２の地震が発生。
津久井・相模湖地区の中間山地域において震度６弱～６強に見舞わ
れ、橋梁や道路に甚大な被害が発生。
交通・通信等が途絶し、集落等が孤立。

■実施日時： 【孤立集落状況把握・支援訓練】
令和７年１１月２９日（土）09:00～12:00

■主 催：相模原市

■アドバイザー：日本大学危機管理学部 秦 康範 教授

■参加者数：２１６名

■参加機関：地域住民、消防団（相模湖・津久井）、神奈川県警察本部、津久井警
察署、陸上自衛隊、日産自動車株式会社、東京電力パワーグリッド
株式会社、株式会社ＡＩＲＷＯＬＦ

■訓練項目：さがみはら１分間行動訓練、情報伝達訓練、情報収集訓練、渡河避難
訓練、ドローンによる救援物資輸送訓練、カセットガス式ポータブル発
電機・救助工具セット取扱訓練、心配蘇生法及びAED取扱訓練、簡易
担架を使った訓練、応急給水訓練、ＥＶ給電デモ

■訓練の特色：発災直後から当面の間孤立することを前提に、避難所備付機材の
取扱いや、簡単な救急処置等の訓練を行い、生き残るための技術
の習得する住民参加型の訓練。
防災関係機関が広く参集し、渡河訓練など多角的に孤立集落の支
援をする訓練を実施。
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【成果】
○ 地域住民が積極的に参加し、４自治会あわせて２００人（市職員、防災関係機関職員

含む）を超える参加者となったが、各訓練をローテーション形式で体験させるなどの
工夫により、参加者が手持無沙汰になることなく積極的に体験できた。

○ ブルーシートサインなど、子供も参加しやすい訓練を取り入れたことで、家族連れの
参加も多くみられた。

○ 平成２４年から継続的に実施している取り組みではあるものの、実施する地区の地理
的状況に応じ、自走架柱橋等、新たな訓練が取り入れられた。

【課題】
● 平成２４年から長期継続して実施している訓練であり、今後、訓練企画に住民の意見

をどの程度反映させることができるか、検討の余地がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 孤立集落状況把握・支援訓練（神奈川県相模原市・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 孤立集落状況把握・支援訓練（神奈川県相模原市・内閣府）

• さがみはら一分間行動訓練
（シェイクアウト訓練）を
実施した。

• ６グループに分かれて、
上空から確認できるよう、
ＳＯＳ等のブルーシートサ
インを作成した。

• 自主防災隊による対応訓練
では、応急給水訓練、ＥＶ
給電デモ、ポータブル発電
機取扱訓練などを実施した。

• 渡河避難訓練では、架柱橋
訓練及び渡河ボート訓練を
実施した。

• 架柱橋訓練では、自
衛隊の説明を受けて、
参加者を乗せた車で
走行状況を確認し、
実際に歩いて架柱橋
を渡った。

• 渡河訓練では、住民
が渡河ボートにより
道志川を横断して避
難した。

１１月２９日(土) 09:00～12:00 孤立集落状況把握・支援訓練

▼さがみはら一分間行動訓練 ▼ブルーシートでサインを作成

▼ＥＶ給電デモ ▼ポータブル発電機デモ

▼参加者を乗せた車で
走行状況確認

▼実際に歩いて
架柱橋を通過

▼ライフジャケットを着用
して渡河ボート乗船準備

▼自衛隊渡河ボートにより
道志川を横断
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アンケート結果

令和７年度 孤立集落状況把握・支援訓練（神奈川県相模原市・内閣府）

http://www.cao.go.jp/index.html
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